
サウジなどの減産表明で急伸
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル台前半まで急伸する展開になった。週末の4月2日にサウジアラビ

アなどの石油輸出国機構（OPEC）プラス参加国が合計で日量115.7万バレルの減産を5月から年末まで

実施すると発表したことを受けて、今後の需給ひっ迫リスクを織り込む動きが優勢になった。4月4日高

値は81.81ドルに達し、1月27日以来の高値を更新した。ただ、世界経済の減速懸念の上値圧迫もみら

れ、週明け直後の買いが一巡した後は伸び悩んだ。

3日にOPECプラスは共同閣僚監視委員会（JMMC）の開催を予定していたが、その前日のしかも週末に

大規模減産を表明したことにはサプライズ感があった。ロシアも既に実施済の日量50万バレルの減産を

年末まで継続する方針を示している。これとは別に200万バレルの協調減産についても年末まで継続す

る方針が確認されている。これによって国際需給が特に年後半にひっ迫化するとの見通しが、原油相場

を大きく押し上げた。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（3月31日時点）は、原油が前週比374万バレル減、ガソリ

ンが412万バレル減、石油精製品が363万バレル減となった。
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需給ひっ迫見通しで底固い、85ドルに向けじり高の展開へ

2

【展望】

サウジアラビアなどOPECプラス参加国が強力な自主減産の

実施を表明したことで、5月以降の国際原油需給のひっ迫リ

スクが高まっている。もともと、国際エネルギー機関

（IEA）などからは7～9月期にも供給過剰から供給不足に転

じるとの見通しが示されていたが、早ければ4～6月期中に若

干の供給不足が発生する可能性も浮上している。減産による

需給引き締まりへの警戒感が維持されると、85ドルの節目突

破を打診する展開になろう。

4月13日にOPEC、14日にIEAがそれぞれ最新の月報を公表す

る。需要見通しの修正状況に加えて、今回の大規模減産表明

が国際原油需給（見通し）に与える影響について、踏み込ん

だ言及がみられるかが注目される。特にIEAが年後半の著し

い需給ひっ迫見通しを示すと、買い安心感が強まろう。

また、米原油在庫が2週連続、ガソリン在庫が7週連続で減少

していることもポジティブ。製油所メンテナンスが一巡し、

製油所の原油処理量が増えている。また、行楽シーズンで末

端ガソリン需要も拡大し始めている。更に在庫の取り崩しが

進むと、買い安心感が強まろう。ガソリン相場は既に年初来

高値を更新している。

一方、世界経済の減速懸念が強くなっていることには注意が

必要。米中を筆頭に各国経済指標は景気リスクの高まりを示

唆している。供給不安よりも需要不安が重視される地合にな

ると、改めて80ドルの節目を割り込むリスクがある。4月12

日の3月米消費者物価指数、13日の3月中国貿易収支、14日

の3月米小売売上高などがイベントリスクになる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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